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質問事項 記述式回答

賃金の上昇及び設備投資の促進に
必要な取組について

�･働き方改革の実現、特に、同一労働同一賃金の国民的な取組と年功賃金からの脱却�･ものづくり支援の継続な
ど生産性向上に向けた投資インセンティブ�･経営の次世代への代替わり（考え方が違う経営を早めること。例、退
職金は支給しないが、子育て開始時に大幅増加する賃金体系の提示）�･国土強靱化に向けた公共工事、官公需
の単価アップ��1

好調な企業収益や雇
用環境の改善に比べ、
賃金の上昇が緩やかと
なっている要因、また、
今後、賃金がさらに上
昇していくために、政府
はどのような取組を行
うべきか、お考えをご
教示ください。
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好調な企業収益に比
べ設備投資に力強さが
欠けている要因、ま
た、今後、設備投資（機
械設備、構築物、研究
開発等）を一層促すた
めに、政府はどのよう
な取組を行うべきか、
お考えをご教示くださ
い。

�･中小企業の事業承継と事業再編に向けた国民的運動の開始�･画期的な設備機器開発の強力な推進（細切れ的
なモデルチェンジの横行からの脱却）�･電気自動車への明確なビジョン提示��


